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私たちは，日本の地上波テレビ

のニュース番組における外国関連

報道を素材として，日本人の対外

認識や対外態度との関連性を視野

に入れつつ，そこで構築される世

界像をいくつもの異なる視点から

検討することを目的に2005年度か

ら３年計画の共同研究プロジェク

トを開始した。まずは21世紀COE

プログラム「多文化世界における

市民意識の動態」のために録画し

たニュース番組の中からNHK

「ニュース10」，TBS「筑紫哲也

NEWS23」，テレビ朝日（ANB）

「ニュースステーション」（2004年

４月以降は「報道ステーション」）

の３番組を選んで放送内容の流れ

を一覧できるような形で構成表を

作成し，それに依拠して行われた

多様な内容分析の結果を本誌前号

（56号）に６篇の特集論文として

収録した。そこでは2003年11月か

ら2004年８月までの10ヶ月にわた

るニュースを主たる分析対象とし

ているが，その後は同期間の

NHK「ニュース７」とTBS「ニ

ュースの森」の構成表を追加する

と共に，2006年１月から３月にか

けて上記の３番組を新たに録画

し，それについても構成表を作成

して分析可能な素材の拡大を図っ

ている。また2006年５月には，メ

ディア利用と外国認識の関係を探

るために首都圏13大学の学生を対

象に質問紙調査を実施した。

こうして拡張された研究材料に

基づき，本号で再び『外国関連報

道が構築する世界像』プロジェク

トの特集を組んで，新たな論文６

篇を掲載することにした。

2006年５月の大学生調査に基づ

く萩原論文では，各種の外国関連

情報との接触経験を中心に，各地

域の国名といった外国知識や主要

各国に対する好き嫌いといった心

情的評価，国際性志向の強さなど

の規定要因を検討している。韓国

のニュース番組のアーカイブから

KBS，MBC，SBSの日本関連報道

を分析した李論文では，その件数

は同期間の日本のテレビにおける

韓国関連報道の約２倍になること

を示すと同時に，その中で日本が

どのように位置づけられているか

をニュースのジャンル別，ソース

別に整理して日韓両国の相手国報

道の特質を比較するための枠組み

と基礎的データを提示している。

日本人にとって馴染みの薄いイ

スラムに関するテレビ報道を対象

とした福田論文では，そこに登場

する専門家の解説に焦点を当て，
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談話分析，会話分析の手法によっ

てテロリズムと結びついた形でイ

スラムが表象される過程を吟味し

ている。一方，BSE感染による米

国産牛肉の輸入停止・再開問題に

関する日米交渉の過程を関係者の

サウンドバイトや番組出演者の言

動を通じて分析した大坪論文では，

強大な影響力を有し，日本人にと

って馴染み深い米国に対する番組

内での明示的批判が暗黙裡に日本

人視聴者の自国イメージの高揚に

寄与する可能性を検討している。

今回の分析対象となった期間に

は，日本人選手の活躍でメダルラ

ッシュに沸いた2004年８月のアテ

ネ夏季五輪と女子フィギュアの荒

川静香選手の金メダル以外は全く

の不振に終わった2006年２月のト

リノ冬季五輪の両方が含まれてい

た。こうした国際的スポーツイベ

ントのテレビ報道は，自国の選手

やチームに対する応援の姿勢が前

面に出て，ナショナリズムを高揚

する場として機能することが多

い。アテネ五輪に関するテレビ報

道量の推移を検討した上瀬論文で

は，自国中心の報道傾向を確認す

ると同時に，いくつかの国に対す

るイメージの変化の様相をそれら

の国や選手に対してなされた報道

内容に関連づける試みがなされて

いる。一方，トリノ五輪を取り上

げた横山論文では，テレビ報道は

日本の有力選手の試合前の状況や

メダル争いに集中していることを

示し，さらに出演者の感情表現や

番組のトーンを手がかりに「中立

公正」の立場から逸脱したスポー

ツ報道のあり方に警鐘を鳴らして

いる。

３年計画の本プロジェクトは，

２年目を終了したことになる。こ

の間２回にわたって本誌で特集を

組み，すでに12本の論文を掲載し

ているが，今後も新たな分析を加

えるなどして全体の整合性を高

め，その成果を来年度中にまとめ

て出版する予定である。なお本プ

ロジェクトは，慶應義塾大学メデ

ィア・コミュニケーション研究所

「研究・教育基金」並びに「NTT

ドコモ寄付金」（2005─6年度）に

よる研究補助，放送文化基金

（2004年度）による助成・援助金

により実現したものである。その

ことを記し，関係者各位に改めて

謝意を表したい。
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